
議題「被災地住宅相談」他について
（１）神奈川県における大規模災害発生時の住宅対策等について（県職杉田講師）
（２）被災地住宅相談（キャラバン隊）員研修（古怒田講師）

司会：県職大河原幹事
　　　・これまで建築士会防災委員会で行っていた研修会を各支部で行うことに
　　　　なったことから今回県職で開催することになった
　　　・キャラバン隊に登録しやすい研修内容となっている
　　　・建築士会東防災委員長、長井副委員長にご出席いただいている

挨拶：吉田支部長
　　　・災害に備え防災支援の取組みなどについてスキルアップを図っていただきたい

 ・費　　用　

３．質疑応答（順不同）
Ｑ１：応急危険度判定士とキャラバン隊は、セット（協力体制）で取組むのか

３，５００円

平成２６年１１月２６日（水）　１８時から２０時

 ・参加人数　

２．内容について

（１）神奈川県における大規模災害発生時の住宅対策等について（県職杉田講師）
　　　資料：「神奈川県応急仮設住宅供給マニュアル」
　　　内容：大規模災害発生時、県等が行う『住宅の応急対策』マニュアルの説明
　　　　　　災害発生直後から応急仮設住宅の募集入居まで県の体制を説明

（２）被災地住宅相談（キャラバン隊）員研修（古怒田講師）
　　　資料：「被災地住宅相談キャラバン隊について」
　　　内容：キャラバン隊の位置付など、豊富な体験、経験を交えた説明
　　　ＰＰ：「新潟中越大震災の住宅復旧相談」
　　　内容：被災地の被害状況や住宅相談の様子を写真等で解説

支部名 神奈川県県庁職域支部 中村　朋子担当者名

　　防災委員会活動報告書

平成 年度26

　被災地住宅相談（キャラバン隊）員研修会

Ｑ２：キャラバン隊の活動費用や保険について

開港記念会館２階　７号室

２０名

 

１． 研修会概要

 ・日　　時　

 ・会　　場　



Ｑ５：避難所の支援で東小千谷小学校に１週間滞在した際、建物にせん断クラックが発生
　　していたため、市役所に話しをしたが見てくれない。キャラバン隊に相談できるのか

Ｑ６：防災委員のマニュアル書をいただきたい

　その他、活発な質疑や意見交換などありました

５．改善点
　　特にありません。

Ｑ４：キャラバン隊の活動で作業着等は、持参するのか。他に準備するものは何か

Ｑ３：応急危険度判定士は、被災者に対し、キャラバン隊への相談を促すのか

４．良かった点
　　豊富な体験、経験のある講師の説明は、資料や写真等被災地の被害状況、キャラバン
　隊の活動状況など、現実的で理解しやすい意義のある研修でした。
　　また、県職の方々に対して、キャラバン隊員の登録についても講師から推進していた
　だきました。




